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1　は　じ　め　に

水稲をホールクロップサイレージに調製して家畜の飼料

とする場合，その収穫に一般的な牧草用収穫機を利用する

ことは土壌が軟弱なため困難なことが多い。このため，軟

弱な土壌条件のもとでも作業が可能で，しかも高能率，省

力的な収穫機の開発が望まれていたが，このたび自脱コン

バインを改造した自走式のホールタロップサイレージ用収

穫機が開発されたので，水稲を収穫した場合の作業性能と

サイレージの発酵品質について検討した結果の概要を報告

する。

2　試　験　方　法

川　供試水稲　アキヒカリ，湛水土中直播，刈取時の水

稲の生育収量を衰1に示す。

表1　供試水稲の生育・収量

苗立教 稗長 穂数 生体垂 乾物垂 同左内訳 （匂）乾物率

（本／㌶） （用） （本／戚）（W d ）（噺佃） わ ら 槻 （％）

157 7 5．8 389 254．4 116．2 51．5 64．7 45．7

注．生体・乾物重の調査は，機械刈取日（出穂後44日）

佃　収捷作業法

1）ホールタロップサイレージ用収穫機収穫体系

作業　　刈取・切断・搬出
機械名　収穫機（Y式GH6000形）トレーラ

人員　1名　　　　　　　　　　　1名

設定切断長15m，321¶

2）バインダ・コーンハーベスタ収穫体系

作業　　刈取－搬出－切断－運搬
機威名　ノ叫ンダ　　人力　ハーベスタ　トレーラ

人員　　1名　　5名　　1名　　1名

設定切断長　7椚

以上の二つの作業方法について作業時間．稲の切断

長を測定。

（引　サイレージの調製　収穫物は設定切断長別に塔型サ

イロ（3撼）に埋歳。なお，切断長15鱒の収穫物の一部を

用いてスタックサイレージとした。

（4）品質調査・時好試験　埋蔵後60日目に品質調査。嗜

好性は羊による選択採食法で実施

31紋験結果及び考察

日）ホールクロップサイレージ用収穫機の作業性能

ホールクロップサイレージ用収穫機の作業能率を表2に

示す。能率は6．68／hであり．全作業時間に占める実際の刈

取時間の割合は低く，42％にとどまった。10〃当たりの延

労働時間は1名による作業のため1．51時間となり，表3に

示したバインダとコーンハーベスタによる収穫体系の7．64

時間に比べて，約鵜の労力で作業できた。

この収穫機は．稲を刈取り，それをカッターで切断し機

体後部のハイダンプ機構のワゴンに貯留する構造となって

いるが．稲がカッターへ円滑に供給されず，たびたびつま

りを生じ作業が中断した。また，切断した稲を枠つきのト

レーラに移しかえるとき，ハイダンプ機構のワゴンの持ち

上げ高さが不足し，短時間で作業することができなかった。

これらの点を改善することにより作業能率が向上するもの

とみられ，1日の作業時間を7時間とすればその間に60〃

前後の面積を処理できるようになるものと思われる。

稲の切断長は，表4に示すようにコーンハーペスタで切

断したものは設定7がに対し9m以下の割合が74％であっ

たのに対し，供試収穫機で切断したものは設定15脚では19

m以下が55％，設定32闇では39が以下が40％で．切断精

度が良いとは言えなかった。サイロへの詰め込み密度を高

め，より品質のよいサイレージを得るためには切断精度を

向上させることが必要であろう。

蓑2　ホールクロップサイレージ用収穫機体系
の作業時間

項　　　　　 目
作業 時間 時 間割 合

（m in ） （％）

刈　　　　　 取 6 1．4 4 2．3

回　　　　　 行 2 5．6 1 7．6

調　　　　　 整 1．2 0．8

移　　　　　 動 2 2．2 15．3

荷　　 あ　　 け 16．7 11．5

つ　　 ま　　 り 18．1 12．5

全　　 作　　 業 1 4 5．2 10 0．0

面　　　　 積 （〃） 1 6．0

圃　 場　 区　 画 （桝 ） 3 5．2 × 45．5

作　 業 速　 度 （所在 ） 0．4 5

刈　 取　 量　 （匂 ） 3，7 0 5

作　 業　 能　 率 （♂／h ） 6．6
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蓑3　バインダ・コーンハーベスタ体系の作業時間

項　　　　　 目
作 業時 間 時 間 割 合

（m in ） （％）

′ヾ

刈　　　　　 取 30．8 5 0．2

回　　　　　 行 10．2 1 6．6

イ

ン

ダ

調　　　　　 整 20 ．4 3 3．2

全　　 作　　 業 6 1．4 1 0 0．0

作 業 速度 （桝ね ） 0．56

作 業 能率 （吋 h ） 5．1

人 力搬 出時 間 （m ln ） 14 2．1

切　 断 時 間 （m in ） 34．9

延 労 働 時 間 （m ln ） 23 8．3

刈　 取　 量 （匂） 1，44 5

面　　　　 積 （〝） 5．2

圃　 場　 区　 画 （m ） 11．4　×　45．5

表4　わら切断長の分布（重量％）

切　 断　 長
7 椚 区 コー 1 5 m 区 32 卿 区

ンハ ーベス タ G H 60 00 G H 6 0 0 0

構

9 ガ 以 下 7 4 ．1 12．9 0 ．5

1 0 － 1 9 椚 13 ．0 4 2 ．1 3．6

成 2 0 一一 2 9 が 5 ．1 13 ．2 10 ．1

割

A
3 0 ～ 3 9 鷹九 2 ．2 7．2 2 6．1

l：コ 4 0 ～ 4 9 椚 2 ．2 7 ．5 15 ．3
（％） 5 0 ～ 5 9 Im 1 ．1 3．5 10 ．1

6 0 m 以 上 2 ．3 1 3 ．6 3 4 ．3

注．籾は除外した。

（2）サイレージの発酵品質・嗜好性

サイレージの切断長別回収率，詰め込み密度を表5に示

す。詰め込み密度は，7m区を100とした場合，15椚区で

表5　開封時におけるイネサイレージの切断長別回収率，詰め込み密度

項　　　　　　　 目 7 間 区 15 m 区 32 が 区 ス タ ック区

サ イ レー ジの 回収 率 （乾 物 ）

詰 め 込 み 屋 （A ） （辱） 5 42 4 9 3 3 9 4 7 1 3

廃 棄量 （表 面 ） （B ）　 （匂） 13 19 4 6 2 6

可 食 部 分 の 量 （C ） （毎） 52 9 4 7 1 3 4 8 6 9 7

回　　 収　　 率 （C ／A ） （％） 97．6 96，1 88．3 9 7．7

乾 物 回 収 率 （％）

サ イ レー ジ と しての

可 食部 分 回 収率 （％）

92．5 9 4．1 9 4．4 9 3．6

9 0．3 90．4 8 3 ．4 9 1．4

詰 め込 み密 度 （原 物 ） （匂／撼） 45 2 3 5 0 2 9 1 －
詰め 込 み密 度指 数 100 7 7 6 4 －

は77，32が区では64にとどまった。開封時の表面廃棄量

は切断長が短いほど少なく，サイレージとしての可食部分

の回収率については，7が区と15が区には大差が見られ

なかったが，32m区は劣った。

サイレージの発酵温度は切断長が短いほど低く，その結

果，表（＝こ示すように発酵品質も切断長が短いほど優れて

いた。なかでも7脚区ではpHが低く，乳酸の生成量が多

義6　サイレージの発酵品質

項　　　　　 目 7 卿 区 15 鷹乃区 3 2 膚樗区
ス タッ

ク 区

p H 3 ．7 9 4 ．7 7 5 ．16 5 ．0 3

総　 酸　 （m m o l ％） 39 ．9 2 5」 2 1．0 25 ．9

乳　 酸　 （　 〝　 ） 3 3 ．2 1 7．0 8 ．9 1 3 ．5

V F A （ 〝 ）

V F A の 構 成 割 合 （％）

l－ C 2

6 ．7 8 ．1 12 ．1 1 2．4

6 9 1 0 1 0 1 1

モ　 C 3 5 5 5 8

ル　 C 4 2 4 79 7 9 77

％　 C S 1 3 3 2

L c 6 1 3 3 1

V F A ／T －A　 （％） 16 ．7 3 2，3 5 7 ．7 4 8 ．0

V B N ／T －N　 （％） 4．3 4．9 6 ．9 7．1

い反面．VFA中の酪酸割合（C．）が少なく，他区より明ら

かに勝っていた。一万，32が区はpH及びVFA中の酪酸

割合が高く，品質が劣った。また，切断長15虎苗で調製し

たスタックサイレージの品質は．塔型サイロで調製した同

じ切断長のものに比較してやや劣った。

選択採食法による羊の嗜好性は，切断長7mのものが最

も良く，15脚と32卿では明瞭な差が認められなかった。

水稲をホールクロップサイレージとして調製する場合．

以上に述べた乳酸の生成量及びVFAに占める酪酸割合か

らみても．切断長は15卿が最大許容限界と考えられる。

4　　ま　　と　　虎〉

供試したホールクロップサイレージ用収穫機は試作機で

あり，その作業能率は6．6〟／hであったが，機構を改良す

ることにより能率は更に向上するものと思われる。また，

本機で設定できる最小切断長は15がであるが．サイレージ

調製の結果からみて切断長は15間が最大許容限界と考え

られるので，品質の良いサイレージを作るには切断精度の

向上と，更に短い切断長を設定できるよう改良する必要が

あると考えられる。
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